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１０月２３日（月）第２回キャリア教育担当者会議が開催されました。今回は各校

からキャリアノートを持ち寄り、互いに見合いながら、学校での活用状況や取組みの

工夫点等について情報交換をしました。 

その中で、検討事項の一つとして挙げられたのが、学年間及び校種間で引き継ぐキ

ャリアノートの内容や量についてです。国からの通知では、「子どもたちが日常記録し

たワークシートや日記等の基礎資料をそのまま蓄積することは不可能かつ効果的では

なく、基礎資料を基に学年もしくは入学から卒業等の中・長期的な振り返りと見通し

ができる内容とすること」「各シートはＡ４判（両面使用可）に統一し、各学年での蓄

積は数ページ（５枚以内）とすること」とされています。  

キャリアノートは、子どもたちが小中９年間で自分にどのような力が身に付いたか

を自覚する、その足跡をたどる鍵となるものであり、教員にとっては、子ども一人ひ

とりへの理解及び支援につながる大切なものです。今回の校種別・中学校区別協議の

中で出された内容については、各学校で情報共有していただき、今後の取組みの参考

にしていただければと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

情報交換から（一部抜粋）  

〇１年間の振り返りシートを小中で同じ形式のものを作成し、５つの力の定着度を数値化する

等、具体的に子どもの成長がわかるものにする。 

〇教員によって取組みに差があったため、キャリア教育に係る校内研を設定し、その中でキャリ

アノートのコメントを書く時間を設けた。それにより、教員の動機付け、意識付けにつながった。 

〇今後、中学校のノートを小学校に貸し出し、見る時間を設ける。中学校

では、小学校の内容を再度振り返るようにする。 

〇宿毛市全体で統一したキャリアシートがあればいいのではないか。 

〇毎年の講師の人選に偏りがあるため、他校との交流学習等を活用し

て、いろいろな人と関わる、話を聞く機会をつくりたい。 

 

 

所報 発行：宿毛市教育研究所 

〒788-8686 宿毛市希望ヶ丘１番地（宿毛市役所２F） 

TEL（0880）62-1247 

ﾒｰﾙ　gakkou@city.sukumo.lg.jp (LGWAN 系) 

URL http://www.kochinet.ed.jp/sukumo-l/

【キャリア教育に係るアンケートの実施】　※chromebook による実施  

①小学校５～６年生、中学校１～３年生 …実施期間：令和５年１２月１１日（月）～１５日（金） 

　　②教職員（管理職・主幹教諭・教諭・養護教諭・講師） …実施期間：令和６年１月２２日（月）～２６日（金）



第２回市教研 研修会
 

 

 

１０月２０日（金）２回目の市教研研修会が市内各地で開催されました。今年度、

最後の研修会ということもあり、各研究会では様々な研修が行われていました（授業

研究、講師を招いての講話及び実技研修、授業実践例の交流等）。 

活動の様子を見て印象に残ったことは、多くの研究会で ICT が積極的に活用されて

いたということです。授業のみならず、教職員の研修においても、ICT の活用がテー

マとなっていました。今回の学びを、ぜひ実践に生かしていただければと思います。　 

なお、今年度の研修会の開催にあたり、特に役員や授業者の先生方には、お忙しい

中、連絡調整及び準備を行っていただきました。ありがとうございました。 

 

宿毛市教育研究会では、一年間の活動をまとめた研究集録「すく

も」を年度末に発行しています。今年度は冊子ではなく、DVD デー

タに収録し、各校に配付する予定です。 

後日、各研究会に原稿の作成依頼（１２月初旬予定）をいたしま

すので、お手数をおかけしますが、ご協力のほどお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科・総合教育研究会 社会科教育研究会 音楽教育研究会

体育教育研究会 科学教育研究会

宿毛習字の会 造形教育研究会 特別支援教育研究会

外国語教育研究会

研修会の様子



道徳科授業づくり講座
 

 

 

　１０月１１日（水）小筑紫小学校において、道徳科授業づくり講座(授業研究会)が

開催されました。その様子を一部お伝えします。 

*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=**=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*=*= 

授業提案の中で、「考え議論する道徳授

業のためのポイント」として、小筑紫小学

校から右の２点が提案されました。 

６月の教材研究会では、指導の要点として、学習指導要領に示されている「きまり

の意義」とはどういうことか、教材及び小筑紫小の５年生であれば具体的にどのよう

な事象になるかを明確にすることの確認がありました。そのため、事前に本時におけ

る子どものゴールの姿をイメージしておくこと、引き出したい言葉を子どもの言葉で

具体化しておくことが必要であるとのことでした。 

 

 

 

 

授業では、子どもたちに問いを自分事として捉えさせ、道

徳的価値の自覚を促すための工夫が多く見られました。 

子どもたちは、事前に教材を読んだ上で、自分ならどうす

るかを考え、その思いをタブレットの心情メーターに表し

ました。教室前のプロジェクターには、全員分のメーターが

表示され、なぜそうするのか、どうしてそれが大事なのかを

自分の言葉で語りながら、道徳的価値の意義について確か

め合っていました。 

また、子どもたちに新たな視点や考え方をもたせるため

の手立てとして、「役割演技」を取り入れていました。この

活動をきっかけに、子どもたちの表情や考えにも変化が生

まれたように思います。森田先生は、子どもたちの言葉を大

切にしながら、一人の意見を全体に広げたり、さらに問い返

したりするなどして、個々の一面的な見方から多面的・多角

的な見方へと発展させていました。 

　終末では、役割演技等の表現活動や対話を通じて、自分の

心に変容があったか、再度心情メータで表しました。タブレ

ットには、授業前後のメーターが表示され、子どもたち自身が考え方の深まりを自覚

できるよう工夫がなされていました。「考え議論する道徳」の実現には、深い学びに向

かうための多様な指導方法の工夫がいかに重要であるかを改めて感じさせられました。 

学 年　：第５学年 

主 題 名　：法やきまりの意義【規則の尊重】 高学年 C-（１２） 

教 材 名　：「ぼくは伴走者」（廣済堂あかつき） 

授 業 者 ：森田　絵梨奈　教諭

● ねらいの明確化 

● ねらいにせまるための活動の工夫



学習支援ソフトを活用した授業づくり②
 

 

１０月１３日（金）山奈小学校（５年生）において、

タブレット端末用の学習支援ソフト「SKY MENU（スカ

イメニュー）」を活用した公開授業がありました。 

　この日は、５年生で「プログル」というフリーソフ

トを使用して算数の授業を行いました。「プログル」で

は、プログラミングを通じて、算数の平均・多角形・公

倍数等の考え方を学ぶことができます。 

現行の小学校学習指導要領解説 総則編では、子ど

もたちの「プログラミング的思考（※）」を育成する

ため、「各教科等の特質に応じて児童がプログラミン

グを体験しながら、コンピュータに意図した処理を

行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるた

めの学習活動を計画的に実施すること」とされてい

ます。 

　「プログル」は課題を達成していくことで、自然と

「プログラミング的思考」が身に付くように作られて

います。本時では、プログラミングを使って、正多角

形を作図する活動を行いました。子どもたちは、ソフ

トに登場するキャラクターを動かしながら、正多角形

の描き方を考えることを通して、正多角形の性質を学

んでいました。最初は操作に戸惑っていたものの、慣

れてくると、自分なりに工夫しながら作図に取り組んでいました。手で描くことが困

難な図形を容易に描くことができることに、驚きと喜びを感じているようでした。 

このように山奈小学校では、根拠を基に筋道立てて

考える「数学的な見方・考え方」と「プログラミング

的思考」を関連付けて育成するための授業づくりが行

われていました。授業者が、各単元のねらいや特性を

しっかり把握した上で、タブレット（ソフト）を効果

的に活用できる場面を仕組んでいくことが大切だと

感じました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※プログラミング的思考　…自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組 

合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組  

み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、 

より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力 

のこと。　　　　　　　（小学校学習指導要領解説　総則編より）


